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1は じめに
企業 は多種多様 な環境 お よびその急速 な変化 に対応 しなが ら発展 してゆ く。
企業 を複雑適 応系 とみなす と、よ り適応 度 の高い状態 に移行 して環境 の変化
に対応 し、企 業 と しての生命 を持続 し発展 してゆ くことになる。 したがって、
企業 と環境 との相互作用 を考察すれ ば企 業 の変化 を解 明す る糸 口にな る。
本稿 において は、企業 と環境 との相 互作用 を期 中取 引の勘 定科 目の分析 に
よ り考察す る。企業 と環境 との相 互作 用 を数値 的 に見 るには、期 中取引 の勘
定科 目の分析 が適 してい るの ではないか と思 われ る。研 究対象 と したF社 は
食 品 を中心 とす る仲介 業 を主 とす る小 規模 な企 業(資 本 金1,000万 円)で あ
り、F社 の平成5,6,7年 度 の期 中取 引 を考 察 の対 象 と した。 本稿 で は、
まず勘定科 目の頻度 を調 査 し、その後 フラク タル 分布(べ き乗 分布)の 可能
性 を現金残 高 につ いて調 べ る。
2勘 定科 目の出現頻度
グ ラ フ1か らグ ラ フ3は そ れ ぞ れ 平 成5、6、7年 度 の 勘 定 科 目の 出現 頻
度 で あ る。 各 年 度 と も 「現 金 勘 定 」 が最 も多 く現 れ 、 それ に つ い で 普 通 預 金 、
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郵便預金 、郵便 為替 、売上高 、仕 入高 、旅 費交通費 な どの勘 定科 目が多い こ
とがわか る。 また、売掛 金や 買掛 金 の出現頻度 が非常 に少 な く、手形 に関す
る勘 定科 目も皆無 で ある ことか ら、現金取 引が 中心 であ るこ とがわ か る。
さらに、上記 した勘 定科 目(現 金 、普通預金 、郵便預金 、郵便為替 、売上
高 、仕入 高、旅費 交通費 な ど)以 外 は出現頻度 が極端 に少 な く、数種類 の勘
定科 目に集 中 してお り、 これ らの数種類 の勘定科 目に よ り大半 の取 引が行 わ
れ てい る と推測 で きる。
3フ ラ ク タ ル に よ る 分 析1)一,5)
確 率 密 度 関 数 が べ き乗 の 関 数 に 従 う分布 を フ ラ ク タル 分 布(べ き乗 分 布)
と よぶ。 臨 界 現 象 や フ ラ ク タル 現 象 で は 、 何 か の 量 が必 ず こ の分 布 に従 うこ
とが 知 られ て い る。
い っ ぱ ん に 、 関数F(x)に 対 してXの ス ケ ー ル 変 換 を して も関 数F(x)の 振 る
舞 い が 変 わ らな い とき、F(x>と ス ケ ー ル 変 換 したF(λx)と は比 例 関係
F(x)㏄F(λx)
にあ る。2が ある区間の範囲 で どの よ うな値 を とって も この関係 がつね に成
立すれ ば、上の式 を満 たす関数 は
F(x)=Cxa
とい う関数 形 しか あ りえ な い 。 た だ し、C、aは 定 数 で あ る。 フ ラ ク タル 性
はべ き乗 関数 のc、 αで 特 徴 づ け られ る。
XとF(x)の デ ー タ が あ る とき 、 両 対 数 グ ラ フ に プ ロ ッ トす れ ば 、 上 記 の 関
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係 が あ る とき に は 直線 状 の グ ラ フ とな り、 αは傾 き と して 求 ま る。6)
次 節 で は 、 両対 数 グ ラ フ を用 い て 現 金 残 高 の解 析 をす る。
4現 金残高の分析
グ ラ フ4,6、8は 取 引 回数 と現 金 残 高 の グ ラフ で あ る が 、 この グ ラ フで
見 る限 り、 現 金 残 高 は確 率 変 動 的 で あ る。
ま た グ ラ フ5、7、9は 取 引 回 数 と現 金 残 高 を 両対 数 グ ラ フ に プ ロ ッ トし
た もの で あ る。 これ らの グ ラ フ を 見 る と、1部 分 で 傾 き は小 さい が 直 線 状 の
変 化 が 見 て 取 れ る。
これ らの こ とを考 慮 す る と、 現 金 残 高 は確 率 変 動 的 で あ り、 フ ラ ク タル 性
や フ ラ ク タル 分 布 を持 つ 可 能性 が あ る。 これ らの こ とか ら企 業 の 自己組 織 臨
界 現 象 が 説 明 で き 、企 業 の 革 新 的 な発 展 を フ ラ ク タル とい う面 か ら解 析 で き
る 可能 性 が 出 て き た。
5終 わ りに
本稿 で は、F社 を期 中取 引の勘定科 目とい う面か らフラクタル とい う概 念
で考察 し、確 率変動 性や フラク タル性 が存在 す る 可能性 を指摘 した。 ただ 、
本研 究 はF社 の事例研 究 であ り、 これ か ら一般論 を導 くことは妥 当 とは思わ
れ ない。 さらに多 くの企 業の解 析 が必要 で あるが、デー タ入 手には 困難 さが
っ きま と う。 しか しなが ら、F社 一社 で も確 率変 動 性、 フ ラクタル 性 の存 在
す る可能性 がでて きた ことは興味深 い こ とで あ る。今後 は さ らに フラ クタル
的な解 析 を進 めて いきたい。
なお、本稿 は 日本管理 会計学会2005年 度 第3回 フォー ラム(大 東文化 大学)
にお ける 口頭発 表 を もとに してい る。
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